
○冷温停止状態の維持について

・１～３号機の原子炉圧力容器底部温度、格納容器気相部温度は、外気温の上昇
に伴う注水温度の上昇に応じて、非常に緩やかな上昇を示しているものの、
約３５℃～５５℃で推移。（６／２４現在）

・注水温度を下げるために夏季対策としての冷凍機の設置（７月中下旬）、２号機
温度計故障に対応した代替温度計の設置（８月上中旬）などの対策を実施予定。

・原子炉建屋からの放射性物質の放出量（ダストを採取した上で評価）についても
有意な変動はなく、敷地境界において0.02mSV/年（約0.1億ベクレル/時）と評価。

これらの状況から総合的に冷温停止状態を維持と判断。

※工業用内視鏡等を用いた格納容器などの内部調査による実態把握を継続。

＜温度推移（１号機の例）＞

＜放射性物質放出量※の推移（１～３号機原子炉建屋から１時間あたりの放出量（セシウム）＞

○信頼性向上に係る実施計画について

・ステップ２完了後、「中長期ロードマップ」に従って廃炉に向けた取組が進められている
が、漏水の発生や温度計の故障等を受けて、３月２８日、保安院から東京電力に対して
中長期的な信頼性向上策について具体的な計画を策定することを指示。

・５月１１日に東京電力から提出された報告書について、意見聴取会において専門家の
方々の意見も聞きつつ評価を実施中。評価完了後は、「中長期ロードマップ」に反映し、
中長期対策会議において進捗をフォローしていく。

・仮設配管のポリエチレン管化などの具体的な設備更新計画に加えて、個々の機器につ
いて予め点検計画を定め、劣化評価や点検結果に応じた取替等の保全計画を策定す
るなど設備の中長期に亘る信頼性確保のための対策が作成されている。

・また、処理水から放射性物質を低減する多核種除去設備の設置、地下水バイパスによ
る地下水流入量の低減などによる放射性物質の放出リスクの低減、防火帯の設置によ
る火災リスクへの対応など、リスク低減に向けた取組を計画的に実施していく。

東京電力福島第一原子力発電所の状況について①

＜実施計画における信頼性向上対策の例（循環ラインのポリエチレン管化）＞

ポリエチレ
ン管化済

セシウム除去後淡水移送ラ
イン

（今後９月までに実施予定）

・セシウム除去後の淡水移送ラインも含めて、ポリ塩化ビニル製の耐圧ホースからより信頼
性の高いポリエチレン管化を実施予定。

平成２４年７月
原子力安全・保安院
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※原子炉建屋上部等の
空気中の放射性物質
濃度（ダスト濃度）を基
に評価

資料７



○４号使用済燃料プールの健全性について
・外壁の損傷状況を考慮した地震応答解析により、先般の地震と同程度（震度６強）の
地震に対しても耐震安全性を有していると評価。さらに念のために、プールの下に鋼製
支柱入れた上でコンクリート壁を打設し、底部の耐震余裕度を２０％向上。

・東京電力は、建屋全体の傾きやコンクリート強度の確認等の定期的な点検を四半期
毎に実施することとしており、５月２５日に第１回点検結果を公表。この中において、建
屋全体としては傾いていないこと、プール躯体のコンクリート・壁に1mm以上のひびが
ないこと、コンクリートが設計基準以上の強度を保持していることを確認。

・この際、一部の外壁面に局所的な膨らみが確認されたことから、保安院から東京電力
に対して、外壁面の詳細点検及び局所的な膨らみを考慮した解析評価を指示し、６月
２５日に報告書を受領。今後、意見聴取会においてその内容を評価予定。

・平成２５年中の使用済燃料の取り出し開始に向けて、がれき撤去工事用のプール防護
構台を設置するとともに、燃料取り出し用カバー工事を継続中。また、７月には未使用
の新燃料（２本）を試験的に取り出し点検予定。

東京電力福島第一原子力発電所の状況について②

・地震応答解析（コンピュータ解析）による評価

・使用済燃料プール底部補強の実施
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・定期的な点検の実施

＜建屋の傾きの確認（水位測定）＞

＜建屋の垂直度の確認（光学機器による外壁測定）＞※詳細測定（６月２５日報告）

1mm以上のひびは
確認されなかった

設計基準以上の
強度を保持している

・燃料取り出し作業の実施（がれき撤去用の防護構台、取り出し用カバーの設置）

燃料取り出し用カバー（イメージ）

防護構台設置箇所

小型重機・重機
構台（設置済）

＜ひびの目視点検、コンクリート強度点検＞

測定点

建屋の傾きは
認められない

基準点からの傾きは
全て１/２００以内(※1)

※１ 建築基準法における許容応力度計算におい
て傾きは1/200以内であることが求められている。



○１号機トーラス室内調査結果について（平成２４年６月２６日実施）

・現在、「中長期ロードマップ」に基づく廃炉作業の一環として、各号機の内部調査を順
次実施しているところ。

・１号機格納容器の下部にあるトーラス室内をCCDカメラ、温度計、線量計を挿入して内
部調査を実施（６月２６日）。その結果、室内の線量は最大で１万mSv/h程度であった。

（調査中に線量計が故障した模様であることから、再調査を実施して計測値の適正性
について検証を行う予定）

東京電力福島第一原子力発電所の状況について③

・トーラス室内調査方法と作業結果（まとめ）

建屋１回床配管貫通口よりトーラス室にＣＣＤカメラ、
温度計、線量計を挿入

○滞留水水位：OP.4,000程度

○滞留水水温：トーラス室温は約28.8℃
滞留水温度は約32～37℃

○滞留水線量：トーラス室内の線量は19.5～10,300mSv/h

※しかしながら，測定中に108～109mSv/hオーダーの値を示し，その後線量計を引
き上げるまでこのオーダーの指示値を示していたため，線量計が故障したと考え
られる。

※再調査を行い、計測値の適正性について検証を行う予定。

○滞留水透明度，トーラス室底部堆積物：
少なくとも60cmの透明度があることを確認。
調査装置が壁面や底部に干渉した際に，堆積物の浮遊を確認。

（参考）高レベル放射性汚染水の処理

・原子炉建屋やタービン建屋に滞留した高レベル放射性汚染水を処理装置により処理し、
放射性物質（セシウム134,137）の濃度を約1/10,000以下に低減。（処理水は淡水化し
た上で、原子炉の注水に再利用）

・建屋に滞留する汚染水が建屋外に漏出しないように、汚染水の水位を地下水の水位
より低く管理。これにより、ひび割れ等が存在している場合であっても地下水が外部か
ら流入することはあっても、汚染水が流出することを防止。

・さらに、海水への流出を毎日モニタリングするとともに、より一層、信頼性を向上させる
ために、海側に遮水壁の設置工事を実施。４月２５日から埋立等の工事を開始。
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